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豊中市は、デジタルガバメント戦略に基づき、手続きの簡素化と登録団体のみなさまの
負担軽減を図るため、今回の手続きから、報奨金交付申込みの際の押印を廃止し署名での
確認とさせていただきます。
回収団体報奨金交付申込書(様式第10号)には押印せず、印字されている「ふりがな」を
確認し、代表者の署名、その他必要事項をご記入の上家庭ごみ事業課までご返送ください。

「回収団体報奨金交付申込書(様式第10号)」の
押印が不要になりました。

令和2年度 後期
2021年3月発行
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印字されているふりがなを確認し、
代表者名を手書きで記入してください。

押印は不要です。

お手元の伝票で回収量を確認して
ください。
誤りがある場合は赤字の二重線で
訂正してください。

必ず通帳を参照して、口座の情報に
誤りがないか確認してください。
誤りがある場合は、赤字二重線で
訂正してください。

※手書きされない場合は押印が必要です。
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登録団体数
の推移

左の円グラフは、令和元年度家庭系ごみ排出実
態調査での、可燃ごみの内訳（重量比）です。
可燃ごみの中に「紙ごみ」が約33％含まれてお
り、この中にはリサイクル可能な「雑がみ」も
多く含まれています。
市では、この「雑がみ」のリサイクルを推進す
るために作成した、『雑がみ保管袋』と『雑が
み分別チラシ』を配布しております。必要な団
体さまは、家庭ごみ事業課までご連絡ください。

上段のグラフは、過去5年間の集団回収量と登録団体数の推移です。
令和2年度の登録団体数は519団体で、令和元年度よりも4団体増となりました。
しかし回収量は、約4809tと、前年度と比べて約383t減少しました。
品目ごとに見てみますと、布類が大きく減少しています。これは令和2年7月1日～9月30
日の間回収を中止したため減少しました。また、近年のペーパーレス化の影響もあり、新
聞や、雑誌・雑がみの回収量の減少が続いています。一方で段ボールの回収量が増加して
いますが、これは通信販売の利用者数の増加要因と考えられます。

集団回収量
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回収量と団体数の推移
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